
【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びによる学習者主体の授業へ②

甲州市立塩山南小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

・クラウド環境を活用して子どもに学びを委ねる授業へ

情報の収集から整理・分析へ、白

紙共有。みな同じジャムボード画面

ではなく個別。子どもは、他者参照

しながら学習を進めていた。今まで

は先生が黒板に表やチャート図で

児童の発言を聞きながら整理・分

析を行っていたが今は、整理分析

も子どもに委ねている。塩山南小

の高学年は、爆速５分で２０枚付箋

をめざした情報収集をし、整理・分

析を行っている。学習形態も自己

選択することで学びへの意欲が増

してきた。考えの共有をChatで活

用するようになり、校務から授業へ

と先生方のChat活用の変容が見ら

れた。


